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重
点
政

精
鋭
主
義

機
構

り

大
村
市
で
は
、
既
報
の
通
り
去
る

部
そ
新
設
し
、
従
来
の
経
前
課
や

.
務
分
撃
に
相
当
の
変
更
奉
加
え
、

あ
る
が
、
大
村
市
長
は
、
新
機
構

民
各
位
の
理
解
と

一
一
闘
の
協
力
を

工だ

〔
市
長
談
〕

今
次
機
構
改
革
の
趣
旨
と
す
る

と
乙
ろ
は
、
市
の
貫
点
政
策
を
強

力
に
推
進
す
る
た
め
に
、
市
役
所

事
務
の
能
率
的
運
営
を
期
す
べ
く

精
鋭
主
識
を
と
っ
た
点
に
あ
り
ま

す
。
そ
乙
に
企
画
宅
新
設
の
意
義
が
あ

り
、
ま
た
各
課
の
庶
務
係
を
隣
山
比

し
て
庶
務
調
に
お
い
て
文
書
処
埋

の
集
中
管
理
を
実
施
す
る
な
ど
、

一
連
の
措
置
を
と
っ
た
の
で
あ
り

ま
し
て
、
そ
の
意
味
で
、
各
課
の

分
軍
事
務
の
内
容
を
定
め
人
事
の

異
動
を
行
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す

政市村大日

新
し

ノ¥始
め

1 

食
品
一
例
一
向
者
は

昭和 32年 5月

魚
介
、
制
肉
、
魚
内
ね
り
製
品
、

氷
菓
子
、
冷
却
乳
梨
な
ど
の
販
売

並
ひ
に
行
商
会
営
む
食
品
取
扱
業

者
は
、
す
べ
て
登
録
を
し
て
鍛
札

の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
営
業
が

で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

と
れ
ら
の
営
業
者
は
次
の
要
領
で

至
急
保
険
街
生
課
に
同
出
て
く
だ

さ
い
。
ム
間
利
一一
一卜

一
年
度
の
登
録
鍛
札

は
本
年
一一一
月
一二
十

一
日
限
り
で

無
効
と
な
っ
て
い
ま
ず
か
ら
附

P
‘う
山
総
件

f
I、投
ヨ

F
i
n止
さ
恥

/
F
d
-
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策
に
企
査
室

で
市
事
務
の
能
率
的
運
営
期
す

改
革
に
市
長
談
を
発
表

一四
月
十
日
か
ら
市
役
所
の
機
構
改
革
者
行
い
、
金
削
室
、
消
防
本

分
け
て
農
林
課
、
商
工
水
産
謀
者
設
関
し
た
外
、

各
課
の
係
の
事

完
民
段
階
に
商
面
す
る
市
の
態
勢
に
即
応
す
る
川
容
争
終
え
つ
つ

の
附
畑山
と
運
営
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
市
長
淡
詩
巻
発
表
し
、
市

要
望
し
て
い
る
。

(
庶
務
課
)

特
に
企
画
室
の
意
義
と
使
命
に

一検
討
樹
立
す
る
た
め
特
に
企
画
室

つ
い
て
申
し
述
べ
れ
ば
我
が
大
一を
設
置
し
、
部
門
別
に
担
当
の
主

村
市
は
、
設
が
国
経
済
の
好
況
一査
を
聞
い
た
の
で
あ
り
ま
し
て、

に
伴
っ
て
今
や
発
展
の
途
上
に

一各
担
当
者
は
、
市
長
の
ブ
レ
ー
ン

あ
り
、
戦
後
十
年
、
苦
難
の
歩
一と
し
て
市
長
か
ら
示
さ
れ
た
テ
l

み
に
よ
っ
て
漸
く
都
市
と
し
て

一
マ

(主
題
)
に
基
き
、
本
市
将
来

の
形
態
を
整
え
、
産
業
の
発
展
一
の
施
策
を
打
ち
出
すF
使
命
令
持
つ

を
企
図
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ

十も
の
で
あ
り
ま
す
。

り
ま
し
て
、
乙
の
機
会
に
本
市
一

企
岡
テ
ー
マ
と
し
て
は
建
設
関

発
展
の
目
指
す
方
途
を
定
め
施
一係
、
観
光
関
係
、
農
林
関
係
、
工

設
の
充
実
を
図
り
、
産
業
の
振

興
を
企
て
る
た
め
、
そ
の
基
本

計
画
を
樹
立
し
、
実
現
に
移
さ

ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
右
の
よ
う
な
基
本
計
闘
を

ふ、

房具

る
方
も

登
録
更
新
を

市税 iま早めに

おさめてく?ごきい

五
月
は
昭
和

三
十

一
年
度

の
出
納
閉

鎖
の
時
期

に
当
り
ま
す

の
で
、
未
納

の
分
は
早
め

に
完
納
し
て

く
だ
さ
い
。

閥
、
七

O
円

台
湾
、
台
北
‘
九
時
間
、
一一一
五
円

死
亡
、
職
場
保
険
の
加
入
、
脱

農

産

日

仁

う

毒

一
ム
講
習
科
目

退
の
場
合
も
十
日
以
内
に
申
告

羊

毛

力

]
σ
4
2農
産
加
工
科
農
産
製
造
学
、
音

羽

弓

諸

晴

巴
レ
て
も
一

習

生

を

募

集

一

諸

問

的

μ防
件
十
倍

ム

受
診
証
を
紛
失
し
た
と
き
は
践
林
省
農
村
工
業
間
滞
所
(
山
形
一羊
屯
加
工
科
・・・
ホ
ー
ム
ス
パ
ン
製

四
月
二
十
日
の
第
八
削
郵
政
記
念
一

郵
便
物
を
配
達
す
る
と
き
伺
犬
一

保
険
衛
生
課
へ
周
出
て
再
交
付

県

新
庄
市
)
で
は
昭
和
三
十
ニ
年
一

織
法
、

半
椛
E
製
造
と
製
織
法

日
を
契
機
に
、
郵
政
省
で
は
サ
1
一

を
つ
な
い
で
な
い
た
め
、
い
ろ
一
を
受
け
て
く

だ

さ

い

。

度

農

村

工

業
技
術
者
養
成
講
習
信
一
ム
滑
習
明
日
と
鐸
集
人
民

段
産

ピ
ス
向
上
策
と
し
て
、
郵
便
物
の

一

い

ろ

事

故

が

起

り

が

ち

で

、

正

一

(

保

腕

術
去
課
)
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す一

加
工
科

:
六
月

一
日
か
ら
九
月

航
空
輸
送
の
拡
張
と
正
常
配
達
に

一

常
配
理
か
で
き
な
い
と
き
が
あ
一
1
1
1
1
11
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
-

一

三
十
日
ま
で
、
七
十
名

努
力
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
の
一

り
ま
す
。

一

慨

献

祭

に

は

種

目

出

場

7
1月
庄
日
ま
で

で
こ
れ
の
利
用
と
協
力
を
お
願
い

一

郵
便
物
の
配
達
時
刻
頃
は、

ぜ

一

一

羊
弓
加
工
科
・
:
十
月
一
日
か
ら
十

し
ま

す

。

一

ひ
つ
な
い
で
お
い
て
く
だ
さ
い
一

参

加

に

皆

さ

ん

の

ご

支

援

七

一

一
月
三
十
日
ま
で
、
三

r

A
活
官
邸
側
物
の
航
空
輸
送
の

一

(
大
村
郵
便
局
)
一恒
例
の
第
十
問
県
民
体
育
祭
は
島
一終
了
で
き
ま
し
た
こ
と
は
御
同
腿一

巾
J

《
去
九
月
丘
日
ま
で

義

一

l
1
1
1
1
1
1

一原
市
で
五
月
十
八
、
十
九
の
両
日

一
の
と
と
と
き
ま
す

。

一

申
込
は
い
ず
れ
も
県
農
政
食
護

霊

扱
い
に
す
る
新
聞
雑
誌
類
一

受

取

り

ま

し

た

か

一に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

一

(
大
村
市
体
育
協
会
)
一へ
申
込
む
こ
と
。

首
物
そ
の
他
通
信
文
以
外
の
郵
一

一大
村
市
か
ら
は
十
四
警
に
出
場
一

1

1

1

1

1

1

一ム
応
募
資
格

便
物
(
第
一二
種
、
第
四
種
、

第
一

新

し

い

園

民

健

康

保

険

受

珍

正

一し
、
百
五
十
祭
器
し
ま
す
が

一

停

車

和
と

一

高
等
学
校
(
問
中
学
校
)
卒

五
種
郵
便
物
を
い
う
)
で
、
コ
一

ι

一日
一

一
乙
れ
に
対
す
る
派
遣
費
は

一
市抗日
一

人
類
幸
福
の
た
め
一

業
程
度
以
土
の
学
胞
が
あ
る
者

百
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の
は
航
空
五

四
主
戸
か
ら
国
民
健
康
保

一

乙
の
周
向
か
な
い
と
受
診
で
き
一助
金
だ
け
で
あ
り
ま
す
の
で

心

一

ま
た
身
近
に
は
わ
一

但
し
、
県
知
事
の
惟
せ
ん
が
あ

関

宮
す
る
こ
と
に
な
り
ま
一険
交
診
祉
を
更
新
し
二
一一
月
こ
よ

な
い
と
か
、

保
険
料
が
そ
の
ま
一民
各
位
の
格
別
の
御
護

者

ユ

を

た
し
た
ち
の
住
む
一

っ
た
場
合
は
所
定

の

震
が
な

一
日
頃
か
ら
町
総
代
を
通
じ
て
送
り

一

ま
賦
課
さ
れ
た
り
、
し
ろ
い
ろ
一ま
す
よ
う
お
願
い
宝
げ
ま
す

一

l

社
会
を
明
る
く
す
一

し
者
で
も
よ
い
。

州
国
郵
便
。
最
高
言
し
た
が
、
お
受
取
り
に
な
っ
て

一

不
利
益
に
な
り
ま
す
。

一
な
お
昨
年
六
村
市
で
開
催
さ
れ
ま
一
力

る
た
め
、
一
戸
に
一詳
細

議

議

へ

問
合
せ
て
く
だ

金

i
下
ま
す
か
い

1

、

三

市
外
か
ら
の
転
入
、
ま
た
は

τた
第
九
回
県

民

体

育

管

長

一
協

臼

一
人
ま

F
F社
一さ

い

。

(

農

林

課
)

ム
外
国
あ
て
の
郵
便
物
は
早
く
厄
一
受
取

っ
て
し
な
し
方
は
保
険
互
市
外
へ
転
出
、
あ
る
い
は
出
生
一民
各
位
の
御
協
刀
に
よ
り
盛
大
に
一
印

日

民

(
刷
年
百
円
以

一

一当

J
1出
張
所
へ
至
急
申
出

一

i
l
i
l
i
-
-
1
1
1
一

1
J
上
を
納
め
る
方
)
一
憲

法

記

念

品

雄

弁

ド日
H丁
目

月

一
日
か
ら
は
新
し
い
受

一

出

芸

品

嗣

の

タ

一

2
2大曾
品

目

に

5
4一
撃

で

な
け
れ
ば
医
者
に
カ
カ
一

5
月
6
日

・

中

央

公

民

館

で

一
逗

5
円

高

の
陛
旦

恒

例
の
第
三
護
法
記
念
大
村
市

議

大

村
営
業
所
で
は
従
来
の

「
一

る
と
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

一

一
週

ー

す

納

め
る
万
二

月
雄
弁
大
会
津

月
十
九
日

(五

倍
業
所
」
を
若
干
改
廃
し
、
新
た
一

心

受

撃

に
記
載
さ
れ
て
い
る

一陸
上
自
衛
隊
大
村
部
隊
で
は
次
の
一

ム
映
写
会

(
訓
練
と
演
習
、

マ
ン

一字

月

に

な
っ
て
い
た
だ
一月
一二
日
の
予
雲
変
更
)

、

実

に
サ
ー
ビ
ス
底
、
禁
事
設
け
一
氏
名
は
、
大
村
市
国
民
蝕
康
保

一と
お
り
第
四
管
区
音
楽
隊
の
演
奏
一
ガ
)

一
十

5
き
、
赤
十
字
の
栄

一
公
民
館
で
閥
ぐ
。

サ
ー
ビ
ス
の
万
全
を
期
す
る
と
と
一

険
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
各
被

一会
と
映
支
季
開
催
す
る
の
で
多

一な
お
、
当
日
午
後
六
時
二
十
分
か
一

高
な
事
業
に
御
協
一
出
場
希
望
者
は
市
教
委
田
中
、
庶

に

な

り

ま

し

た

。

一

保

険

者

の

申

告

に

よ
っ
て
訂
正
一審

議

く

だ

さ

い

o

E
楽
隊
の
市
中
行
進
さ
つ
(
一
亦

力

く

だ

さ

る

よ

う

一襲
柴
田
ま
た
は
モ
デ
ル
シ
ヨ
ツ

但
し
実
際
の
工
事
は
し
な
い
の
で
一
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

一
ム
日
時
五
月
六
日
午
後
七
時
一
留
守
実
公
民
館
)

一

お

願

い

し

ま

す

。
プ
渡
辺
空
月
十
五
日
ま
で
申
込

工
事
に
つ
い
て
は
サ
ー
ビ
ス
問
、
一
の
で
、

誤
り
が
あ
れ
ば
至
急
届

一

か

ら

(

市

民

課

)

一

(

日

赤

大

村

地
区

一み
く
だ
さ
い
。

取
次
庖
へ
連
絡
さ
れ
る
と
電
業
所
一l
出
く
だ
さ
い
c

ム

場

所

委

員

会

)

・

」

:

(
市
教
委
)

営
業
所
で
故
障
の
修
理
、
コ
ー
ド
二

以
下
の
工
事
す
る
と
と
に
な
っ

一一

号

、

科

学

と

芸

術

室

ぶ

習

場
と
話

出
を
用
意
さ

て
お
り
ま
す
む

こ

よ
う
に
、
み
ち
び
究
、
ま
れ
、
わ
る
い
環
境
か
ら
ま
も

と
の
サ
ー
ビ
ス
庖
、
取
次
屈
は
、
二

た
道
徳
的
心
情
が
ヲ
ち
か
わ
ら
れ
る
。

次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
o

二

れ
る
。

十
、
す
べ
て
の
じ
と
つ
は
、
膚

竹
松
サ
ー
ビ
ス
庖
け
松
郵
便
局
二

六
、
す
べ
て
の
じ
と
つ
は
、
就
待
酷
使
、
法
任
そ
の
他
不
当

側
元
竹
松
重
所

二

学
の
み
ち
を
確
保
さ
れ
、
ま
な
取
扱
か
ら
ま
も
ら
れ
る
。

松
原
取
次
回
怯
原

一
の
郷
六

一

一

一

た

、

十

分

に

整

っ

た

教

育

の

あ

や

ま

ち
を
お
か
し
た
じ
堂

田
中
菓
子
四
(
電
話
三
八

)

二

施

設

を

用

意

さ

れ

る

。

は

、

迎

切

に

保

護

、
指
導
さ

二

七

、
す
べ
て
の
じ
前
一は
、
職
業
れ
る
。

(
九
倍
大
村
営
業
所
)
一
一E-

指
導
を
受
け
る
機
会
が
与
え
十

一
、
す
べ
て
の
じ

航
空
轍
送
使
を
拡
張

一

郵

便

物

の

正

常

配

達

へ

一

く
航
空
郵
便
を
御
利
用
く
だ
さ

一

般

便

一

米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

一
九
日

↑

問
、
ニ
四

円

一

台
湾
、
台
北
、
正
日
間
、

二
四
円

一

航
空
便

一

米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
四
一ニ
時

-

児童憲章の理解さ認識を

とま行国動園調祉児中日どの月き 神 青:児
のすわ的が民すを輩ω」も「五、にの重
機 。れに全運る強福にをの乙日五基精怒

デ
」

れ

汎

年

皮

分

の

図

民

健

康

保

険

料

門
口
国
民
健
康
保
険
料
の
一
存
じ
ま
す
が
、
と
れ
も
毎
月
末
日

山
内
、
一
納
付
に
つ
い
て
は
、
一
ま
で
に
納
付
し
て
、
滞
納
し
な
い

ほ

一

被

保

険

4
3皆
様
の
御
一ょ
う
お
願
い
し
ま
す
。

広
大
一

理
解
、
御
協
力
に
よ
一
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
督
促
手
数

R
U
り
逐
次
納
付
成
績
が
一料
な
戸
署
徴
収
す
る
と
と
に
な
り

向
上
し
て
お
り
ま
す
。

一ま
た
い
ろ
い
ろ
と
御
迷
惑
を
お
掛

和
三
十
二
年
度
の
分
と
更
新
登

一

大
部
分
の
皆
様
は
毎
月
確
実
一げ
す
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。

録
し
て
く
だ
さ
い
。

一

に

「
取
ま
と
め
納
付
団
体
」
、

一

'
(
保
険
衛
佳
課
)

A
営
業
者
は
前
か
r
母
国
ん
で
い
る
一

あ
る
い
は
単
独
で
確
実
に
納
付
一

l
i
-
-
I
l
l
i
-
-

方
も
、
新
し
く
始
め
る
方
も
、
一

願
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
何
一

み
ん
な
医
師
の
健
康
診
断
書
に

一

か
の
都
合
に
よ
り
納
付
が
遅
れ
一

赤

ら

や

ん

大

命

日

登
録
手
数
料
百
円
を
添
え
て
保

一

て
い
る
人
も
あ
る
よ
う
で
す
。
一

険
衛
生
課
に
提
出
し
て
一
く
だ
さ

一こ
の
よ
う
な
人
は
五
菜
日
ま
で

一

5
月
9
日

・

保

健

所

。

一に
完
納
く
だ
さ
る
よ
う
、
お
願
い
一
西
日
本
新
聞
社
主
催
の
第
三
十
六

ム
未
悶
で
食
品
販
売
並
び
に
行
商

一し
ま
す
。

一
回
西
日
本
赤
ち
ゃ
ん
コ
ン
ク
ー
ル

存
営
ん
だ
も
の
は
、
五
千
川
以

一

ま
た
、
昭
和
三
十
二
年
度
四
月一

大
村
地
区
予
選
が
次
の
と
お
り
閃

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
一分
か
ら
六
月
分
ま
で
の
告
知
書
は
一
か
れ
ま
す
。

(
保
険
衛
生
課
)

一既
に
お
受
取
り
に
な
っ
た
と
と
と
一
ム
日
時
、
場
所

場
誘
致
、
衛
生
、
勧
業
関
係
そ
の

他
市
と
し
て
の
重
点
施
策
が
挙
げ

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

計
闘
樹

立
に
当
っ
て
は
、
各
般
の
情
勢
を

見
定
め
、
慎
重
な
る
調
査
に
基
き

計
闘
を
樹
て
る
と
と
が
要
請
さ
れ

る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
企
画
室
自

ら
ま
た
は
関
係
各
課
の
協
調
を
求

め
る
な
ど
、
万
全
の
手
段
を
尽
し

て
精
密
な
る
調
査
と
計
画
を
樹
立

し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
得
た
成
案
を

更
に
新
に
設
置
さ
れ
た
企
画
審
議

会
に
よ
っ
て
凡
ゆ
る
角
度
か
ら
審

議
し
、

そ
の
結
論
を
市
長
に
答
申

し
て
乙
こ
に
市
長
の
施
策
と
し
て

各
担
当
訟
の
実
施
に
移
す
と
い
う

使
命
を
持
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
の

で
、
市
民
各
位
に
も
今
後
十
分
な

る
御
理
解
と
一
一
閣
の
御
協
力
を
お

願
い
し
て
、
所
期
の
臼
的
達
成
に

趨
進
し
た
い
と
存
ず
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

い

し
ま
す

_ 6 月 5 日 -~11 日

こどもたちのためL児童紹枇週間

九
時

l
正
午
ま
で
受
付
、
大
村

保
健
所

ム
該
当
者

昭

如

三
十
一
年
四
月

一
日
か
ら
.
ニ
十
二
年
一一
一月
三
十

一
日
ま
で
の
出
生
じ

乙
の
大
会
で
第
ニ
次
予
選
に
出
場

の
男
女
各
一一一名
を
選
定
す
る
。

(
大
村
保
健
所
)

F

母
の
日
レ
ク
レ

l

V
ヨ
ン

L
5
月
刊
日
ハ
土
)
午
後
二
時
j
四
時

五
月
九
日
午
前

中
央
公
民
舘

一
初
夏
の
花
き
展

飼
犬
は
つ
な
い
で
く

だ
さ
い申

央
公
民
舘

会
に
同
憲
章
を
よ
く
か
み
分
け

て
、
と

Y
Eの
福
祉
に
つ
い
て

の
理
解
と
認
識
を
あ
ら
た
に
い

た
し
ま
し
ょ
う
。(
福
祉
事
務
所
)

児

童

憲

章

(
昭
邪

・5
・
6
制
定
〉

わ
れ
ら
は
、
日
本
国
憲
法
の
精

神
に
し
た
が
い
、
じ
と
つ
に
対

す
る
正
し
い
観
念
を
確
立
し
す

べ
て
の
児
童
の
幸
福
を
は
か
る

た
め
に
こ
の
溜
置
を
定
め
る
。

児
重
は
、
人
と
し
て
尊

ば
れ
る

児
童
は
、
社
会
の
一
員

と
し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
る

児
童
は
、
よ
い
環
境
の

な
か
で
育
て
ら
れ
る
。

て
す
べ
て
の
児
童
は
、
心
身

と
も
に
健
や
か
に
う
ま
れ
、

育
て
ら
れ
、
そ
の
生
活
を
保

障
さ
れ
る
。

二
、
す
べ
て
の
児
童
は
家
庭
で

正
し
い
愛
情
と
知
識
と
技
術

を
も
っ
て
育
て
ら
れ、

家
庭

に
恵
ま
れ
な
い
児
霊
に
は
、

と
れ
に
か
わ
る
環
境
が
与
え

ら
れ
る
。

三
、
す
べ
て
の
児
抵
は
、
適
当

な
栄
養
と
住
居
と
被
服
が
与

え
ら
れ
、
ま
た
、
疾
病
と
災

害
か
ら
ま
も
ら
れ
る。

四
、
す
べ
て
の
じ
主
は
、
例
性

と
能
力
に
応
じ
て
教
育
さ
れ

社
会
の一

員
と
し
て
の
責
任

を
自
主
的
に
果
す
よ
う
に、

み
ち
び
か
れ
る
。

五
、
す
べ
て
の
じ
躍
は
向
然
を

5
月
旬
、
何
日
午
前
九
時
j
午
後
五
時

中
央
公
民
舘
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